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茶
の
湯

佐野　由於

昭和 29 年（1954) 年、金沢市生

まれ。シテ方宝生流の能楽師。

佐野正治（シテ方宝生流）の

芸嗣子。1958 年初舞台。17

代宗家宝生重英、18 代宗家宝

生英雄に師事。宝生会理事、

金沢能楽会副理事長。重要無

形文化財総合指定保持者。

佐野　玄宜

昭和 56（1981) 年、東京

都生まれ。シテ方宝生流の

能楽師。佐野由於の長男。1986

年初舞台。宝生宗家、高橋章、父由

於に師事。2012 年、宗家内弟子を卒業、独立。

能楽協会会員。関東、北陸を中心に活動。

重要無形文化財総合指定保持者。

平澤　宜正

昭和 32（1957) 年、西宮市生まれ。江戸後

期創業の美術商平寿商店会長。大阪

の老舗美術商・戸田政商店を経て、

平寿ののれんを継いだ。武者小

路千家の茶の湯をたしなみ、

号は寿庵。金沢美術商協同

組合理事長、金沢美術倶

楽部相談役、金沢市立中

村記念美術館運営委員。

金沢市在住。

石黒 太朗

昭和 42(1967) 年、金沢

市生まれ。明治 37(1904)

年創業の美術商石黒商店社

長。日本大学卒業後、不動産

会社勤務を経て家業へ。金沢美術

倶楽部社長、金沢美術商協同組合理

事、金沢市立安江金箔工芸館運営委員。表

千家の茶の湯をたしなむ。金沢市在住。

金
沢
美
術
倶
楽
部
主
催
の
新
規
茶
会
、
『
金
沢
茶
の
湯
』
の
ご
案
内
で
す
。

金城樓

創業明治 23 年。前田対馬守邸跡

にて 135 年目を迎える料亭

旅館。

開催日時　令和 7年 5月14日（水）・15日（木）
会場　金沢美術倶楽部・金城樓

参加費　55,000 円（税込）

※ご不明な点は金沢美術倶楽部組合員または金沢美術倶楽部へお問合せください。
※ 3 月10 日（月）10 時より申込受付開始（先着順 14日 90名・15日 90名）

主催：金沢美術倶楽部 電話 076 - 262 - 0391〒920-0905　金沢市上近江町 61 番地 ( 平日 9時 -17 時）
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